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開館時間

休館日

問い合わせ

りすのリリとねずみのネネは、パンケーキを作る
のが大好き。そしてお客さまに、おいしいものを食
べてもらうのも大好きです。ある夜、リリとネネが
パンケーキを作っていると、小さなかわいいおば
けちゃんがあらわれ…。

リリとネネのおばけパンケーキ
田島 かおり ／ 作

講談社

幼児向け 

おーちゃんのところに、えいきゅうしちゃんがやっ
てきました。ある日、公園であそんでいると、転ん
でえいきゅうしちゃんがおれてしまい…。乳歯と永
久歯、虫歯のしくみと予防法、歯が折れたときの応
急処置などがわかる絵本。

えいきゅうしちゃん
minchi ／ さく・え

岩崎書店

小学生低学年向け

棋士という夢を追って切磋琢磨してきた芝と大
島。芝は夢を叶えたものの成績が低迷、一方の大
島は夢を諦め弁護士になった。今も消えない互い
への嫉妬、羨望、侮蔑。その行方にあるのは… ? 

『スピン』掲載などを単行本化。

おまえレベルの話はしてない
芦沢 央 ／ 著
河出書房新社

一般向け

テーブルコーディネートの発想と技法
視覚効果から考える

デザインの考え方、組み立て方
浜 裕子 ／ 著
誠文堂新光社

誰が見ても美しく、座って食事をしたくなるテーブ
ルコーディネートには、構成のための理論がある。
いつの時代にも使えるテーブルコーディネートの
普遍的な理論とノウハウ、アイデアを、視覚効果
の観点から解説する。

一般向け

小学5年生の明照は、白杖をもって弟の音晴の入
学式に来た母の姿をからかってきたクラスメイト
たちと、取っ組み合いのケンカになり…。視覚障害
者の両親のもとに生まれた兄弟の成長を描く。

ツバメの親子はどこにいる
樫崎 茜 ／ 作

水谷 有里 ／ 装画・挿絵
くもん出版

中高生向け 

多才な活躍で世界中をおどろかせ、みんなに元気
を与える野球界のヒーロー、大谷翔平。彼はどのよ
うにして世界的なスターになったのか? その歩み
を綴り、記録を更新し続ける強さにせまる。

大谷翔平
夢にフルスイング

ジェームズ・バックリー・ジュニア ／ 著
児島 修 ／ 訳

ポプラ社

小学生高学年向け

おはなし会のご案内
えほんのじかん
対 象：幼児・小学生
日 時：水曜日 16：00 ～／土曜日 14：00 ～

場 所：宇土市立図書館１Ｆ児童室
内 容：絵本や紙芝居の読み聞かせ、
　　  パネルシアター、手遊びなど
※予約・参加費は要りません。
※都合により変更や中止になる場合があります。

〈 30分程度 〉

らっこのじかん
対 象：0・1・2歳児
日 時：第4火曜日 10：30 ～

〈 20分程度 〉

12月

年末年始休館のおしらせ
12月28日㈰～1月4日㈰は年末年始及び休館日のため、図書館
はお休みになります。大変ご不便をおかけしますが、よろしくお
願いします。また12月26日㈮は図書整理日のため休館します。
なお、新年は1月5日㈪から開館します。

「令和７年度読書感想画コンクール」に出展いただきました作品を図
書館に展示します。たくさんのご応募ありがとうございました。なお、
入賞者は1月号でお知らせします。

読書感想画コンクールの作品を展示します！

※各園で展示期間が異なりますので、ご注意ください。
12月中旬～2月25日展示期間

　

か
つ
て
、宇
土
に
は
馬
を
放
牧
す
る「
牧

場
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
宇
土
半
島
で
は
、古
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
、牧
場
が
設
置
さ
れ
て
、多
く
の

馬
が
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
以
前
の
牧
場

　
『
続し

ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
に
よ
る
と
、
最
初
に
宇

土
に
牧
場
が
置
か
れ
た
の
は
、
慶け

い

雲う
ん

４
年

（
７
０
７
）の
こ
と
で
す
。
全
国
23
カ
所
の

牧
場
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
牧
場
は
、古
代
律
令
制

に
お
け
る
中
央
の
管
理
の
も
と
運
営
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
貞じ

ょ
う

観が
ん

６
年（
８
６
４
）に

は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
の
牧
場
に
つ
い
て
は
、
設
置
と
廃

止
の
時
期
の
記
録
が
残
る
の
み
で
、
牧
場

の
場
所
や
規
模
に
関
す
る
正
確
な
記
録
が

残
っ
て
お
ら
ず
、詳
細
は
不
明
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た『
肥
後
国
誌
』に

よ
る
と
、古
代
の
牧
場
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら

約
１
８
０
年
後
の
永
承
４
年（
１
０
４
９
）、

関
白
藤ふ

じ

原わ
ら

道み
ち

隆た
か

が
、
宇
土
半
島
に「
千せ

ん

町ち
ょ
う

牧ま
き

」を
設
置
し
た
と
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

長
浜
町
笠か

さ

瓜う
り

に
牧
神
社
が
建
立
さ
れ
、
当

地
域
を
中
心
に
馬
の
飼
育
が
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
。
寿
永
３
年（
１
１
８
４
）に
行
わ

れ
た
有
名
な
宇
治
川
の
戦
い
で
、
源
頼
朝

に
味
方
し
た
武
将
・
佐
々
木
高た

か

綱つ
な

が
宇
治
川

を
渡
る
と
き
に
乗
っ
て
い
た
名
馬「
池い

け

月づ
き

」

は
、
一
説
に
は
宇
土
の
牧
場
で
生
ま
れ
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
５
年（
１
６
０
０
）に
肥
後
一
国
の

領
主
と
な
っ
た
加
藤
清
正
は
、「
千
町
牧
」

の
規
模
を
縮
小
し
、長
浜
村
周
辺
に「
百ひ

ゃ
く

町ち
ょ
う

牧ま
き

」と
し
て
再
び
牧
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、牧ま

き

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

な
ど
の
役
人
を
置
い
て
、牧

場
の
管
理
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
際
に
牧

神
社
も
笠
瓜
か
ら
長
浜
町
字
旧き

ゅ
う

牧ま
き

神じ
ん

に
移

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
牧
場

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
細
川
氏
が
宇
土
を

統
治
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
牧
場
の
状
況

も
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
ま
す
。
２
０
０

町（
約
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
広
さ
が
あ
っ

た
宇
土
の
牧
場
は
、
熊
本
藩
の
管
理
下
に

置
か
れ
、実
際
の
管
理
は
長
浜
・
網
津
両
村

の
庄
屋
が
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
４
月
上
旬
に
な
る
と
、
熊
本
藩
主

温
故
知
新 

～
う
と
学
だ
よ
り
～

問 

文
化
課 

文
化
係
☎（
23
）0
1
5
6

良
馬
の
生
ま
れ
た
宇
土
の
牧ま

き

場ば

第 133 回

が
宇
土
の
牧
場
を
訪
れ
、
馬
を
捕
獲
す
る

こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
捕

獲
さ
れ
た
馬
が
藩
主
の
お
召め

し
馬
と
し
て

飼
育
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、馬
の
管
理
や
飼
育
は
簡
単
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
、寛
永
16
年（
１
６
３
９
）

に
は
、多
く
の
死
馬
を
出
し
、急
遽
薩
摩
藩

か
ら
母
馬
を
調
達
し
て
い
ま
す
。
死
馬
が

出
る
原
因
と
し
て
、
火
事
や
病
気
な
ど
に

加
え
、野
犬
に
よ
る
被
害
も
あ
り
、定
期
的

に
鉄
砲
に
よ
る
野
犬
駆
除
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

牧
場
の
終し

ゅ
う

焉え
ん

　

多
く
の
良
馬
が
生
ま
れ
た
宇
土
の
牧
場

は
、
明
治
３
年（
１
８
７
０
）に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
牧
場
が
あ
っ
た
場
所
は
木
々
に

覆
わ
れ
、往
時
を
し
の
ぶ
の
は
困
難
で
す
が
、

周
辺
に
は
江
戸
時
代
後
半
に
網
津
町
馬ま

門か
ど

に
移
さ
れ
た
牧
神
社
や
、
馬
の
守
護
神
で

あ
る
馬ば

頭と
う

観か
ん

音の
ん

が
残
さ
れ
、
牧
場
の
面
影

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

・『
新
宇
土
市
史
』（
通
史
編
第
二
巻
）

・『
宇
土
の
今
昔
百
も
の
が
た
り
』

現在の牧神社(網津町馬門) 江戸時代の牧場推定地
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